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リ
ス
ク
低
減
策
も
提
示 

国
交
省
に
は
２
０

１
４
年
度
中
の
マ
ン

シ
ョ
ン
駐
車
装
置
に

対
す
る
法
的
整
備
の

検
討
と
、
検
討
結
果
明

示
等
を
要
望
。
消
費
者

庁
長
官
に
も
管
理
組

合
を
含
め
た
製
造
者

等
と
の
安
全
対
策
に

対
す
る
協
議
の
場
を

求
め
て
い
る
。 

報
告
書
に
提
示
さ

れ
た
６
件
の
事
故
事

例
は
５
件
が
マ
ン
シ

ョ
ン
に
関
係
す
る
も

の
で
、
幼
児
の
死
亡
３

件
、
物
損
２
件
。
調
査

対
象
は
０
７
年
６
月

か
ら
１
３
年
９
月
ま

で
に
発
生
し
、
公
益
財

団
法
人
立
体
駐
車
場

工
業
会
か
ら
国
土
交

通
省
に
報
告
さ
れ
た

2
4

件
（
死
亡
９
件
）
を

ベ
ー
ス
に
、
調
査
委
員

会
が
被
害
の
重
大
さ

等
の
観
点
か
ら
選
定

し
た
。
原
因
関
係
者
か

ら
意
見
徴
収
も
行
っ

て
い
る
。 

幼
児
が
死
亡
し
た

３
件
の
概
要
は
以
下

の
通
り
。 

①
三
段
昇
降
式
で
、

利
用
者
が
パ
レ
ッ
ト
呼

び
出
し
ボ
タ
ン
に
固
定

具
を
用
い
使
用
。
駐
車

場
装
置
前
面
に
当
初
設

定
さ
れ
て
い
た
鎖
は
撤

去
さ
れ
、
非
常
停
止
ボ

タ
ン
は
な
か
っ
た
。
下

段
パ
レ
ッ
ト
が
上
昇
す

る
間
、
幼
児
が
装
置
内

に
入
り
、
転
倒
し
パ
レ

ッ
ト
に
は
さ
ま
れ
死
亡

し
た
。 

②
タ
ワ
ー
型
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
方
式
で
、
駐
車

場
装
置
内
に
数
十
本
の

セ
ン
サ
ー
が
設
置
。
平

日
夜
、
利
用
者
が
タ
ー

ン
テ
ー
ブ
ル
上
の
パ
レ

ッ
ト
に
駐
車
後
、
荷
物

を
降
ろ
す
間
、
装
置
内

ミ
ラ
ー
で
幼
児
が
駐
車

装
置
か
ら
外
へ
向
か
う

姿
が
見
え
た
た
め
、
急

い
で
外
に
出
て
出
入
口

扉
を
閉
め
る
操
作
を
行

っ
た
が
、
直
後
に
幼
児

が
駐
車
装
置
内
に
い
る

こ
と
に
気
付
い
た
。
非

常
停
止
ボ
タ
ン
は
設
置

さ
れ
て
い
た
が
、
利
用

者
は
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
タ

ン
を
押
し
、
車
庫
操
作

消
費
者
庁
の
消
費
者
安
全
調
査
委
員
会
は
７
月
１
８
日
、
機
械
式
立
体
駐

車
場
事
故
に
関
す
る
原
因
調
査
報
告
書
を
発
表
し
、
国
交
省
と
消
費
者
庁
長

官
に
意
見
具
申
を
行
っ
た
。
報
告
で
は
幼
児
死
亡
事
故
３
件
を
含
む
マ
ン
シ

ョ
ン
敷
地
内
の
事
故
事
例
５
件
が
詳
し
く
分
析
さ
れ
て
い
る 

マンションでの事故 詳細に 
機械式・立体駐車場 事故原因調査報告 

消
費
者
安
全 

調
査
委
員
会 

の
ボ
タ
ン
で
タ
ー
ン
テ

ー
ブ
ル
が
回
転
。
出
入

口
は
開
い
た
が
、
幼
児

は
タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
上

の
パ
レ
ッ
ト
と
乗
降
室

奥
の
壁
の
間
に
は
さ
ま

れ
死
亡
し
た
。 

③
タ
ワ
ー
型
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
方
式
で
、
利
用

者
が
タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル

上
の
パ
レ
ッ
ト
に
駐
車

後
、
幼
児
も
降
車
し
、

幼
児
の
姿
が
見
え
な
か

っ
た
た
め
利
用
者
は
操

作
盤
で
出
入
口
扉
を
閉

め
る
操
作
を
行
っ
た
。

扉
が
閉
ま
っ
た
と
き
、

駐
車
場
装
置
内
か
ら
幼

児
の
声
が
聞
こ
え
、
利

用
者
は
非
常
停
止
ボ
タ

ン
を
押
し
、
駐
車
装
置

を
停
止
さ
せ
、
管
理
員

を
呼
び
非
常
扉
か
ら
装

置
内
に
入
っ
た
が
、
幼

児
は
回
転
し
た
タ
ー
ン

テ
ー
ブ
ル
と
壁
に
接
触

す
る
支
柱
の
間
に
挟
ま

れ
死
亡
し
た
。
幼
児
は

降
車
後
、
車
の
反
対
側

の
死
角
に
い
た
と
推
定

さ
れ
る
。 

各
事
例
に
は
再
発
防

止
策
も
具
体
的
に
提
示

し
て
い
る
。
報
告
書
は
幼

児
同
伴
な
ど
実
際
の
利
用

環
境
と
設
計
時
の
想
定
が

大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、

製
造
者
側
に
設
計
思
想
の

見
直
し
も
求
め
て
い
る
。 

具
体
的
な
リ
ス
ク
低
減

策
と
し
て
は
、
パ
レ
ッ
ト

と
地
下
ピ
ッ
ト
壁
面
の
す

き
間
を
な
く
す
な
ど
の

「
危
険
源
を
除
去
し
た
機

構
設
計
」
、
「
駐
車
装
置
内

の
視
認
性
の
確
保
」「
制
御

方
式
の
見
直
し
」
な
ど
８

点
を
提
示
し
た
（
左
表
）。

そ
の
上
で
、
既
存
の
駐
車

場
装
置
に
対
し
て
「
特
に

重
要
」
と
考
え
る
安
全
装

置
も
例
示
し
て
い
る
。 

二
段
式
や
多
段
方
式
で

は
固
定
式
の
柵
や
出
入
口

扉
に
加
え
、
非
常
停
止
ボ

タ
ン
の
設
置
を
求
め
る
一

方
、
操
作
盤
の
設
置
位
置

の
変
更
も
指
摘
し
た
。 

◇ 

国
交
省
の
報
告
書
で
は

「
利
用
者
の
責
任
と
自
覚

を
促
す
」
点
が
言
及
さ
れ
、

消
費
者
庁
で
は
対
応
の
遅

れ
の
背
景
に
「
事
故
が
発

生
し
て
も
利
用
者
の
不
注

意
や
誤
使
用
が
原
因
と
さ

れ
て
き
た
こ
と
が
あ
る
」

と
指
摘
し
て
い
る
。（
マ
ン

シ
ョ
ン
管
理
新
聞 

第

9
4
6

号
よ
り
） 

 

① 危険源を除去した機構設計 
・ パレットの上昇時には地下ピット壁面とパレットと
のすき間をなくす（２段・多段式） 

・ パレット周囲のセンサー下部にセンサーを付け、歩廊
とパレットの間にある物体の有無を検地する（同） 

② 駐車装置内の視認性の確保 
・ 操作盤を駐車装置の列ごとまたは隣り合う２列の間
に設置する。 

・ 視認性の高いのぞき窓を増設（エレベーター方式） 
③ 制御方式の見直し 
④ 操作者を限定する機能の付加 
⑤ 隔離と停止の原則の確保 
・人が駐車場装置内に存在せず、出入口扉が閉まってい
るときだけ装置が作動するものとする 

⑥ 無人確認センサーの設置 
⑦ 非常停止ボタンの設置 
⑧ 利用者へのリスク説明 

具体的なリスク低減策 
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編集後記 

今年はお盆以降順調に涼しくなっていて、秋真っ盛りとなってきました。京都では観光客がレンタル着物で街

を闊歩しています。夏場は大変暑苦しかったでしょうが、本当に良い季節になりました。また、秋にはおいしい

ものがたくさん出てきます。読者のみなさん、食べ過ぎ飲み過ぎに注意しましょう！ 

 

国
税
庁
は
７
月
２
５
日
、
税

法
・
解
釈
な
ど
に
対
す
る
国
税

庁
の
解
説
・
見
解
当
を
示
す
「
質

疑
応
答
事
例
」
に
、
携
帯
電
話

基
地
局
設
置
に
関
す
る
項
目
を

加
え
た
。
題
名
は
、「
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
組
合
が
携
帯
電
話
基
地

局
の
設
置
場
所
を
貸
付
け
た
場

合
の
収
益
事
業
判
定
」。
掲
載
理

由
と
し
て
、
国
税
庁
で
は
、「
こ

う
し
た
案
件
に
つ
い
て
、
一
部

の
管
理
組
合
で
申
告
漏
れ
が
数

件
あ
っ
た
。
同
様
の
取
引
が
多

数
見
込
ま
れ
る
と
の
こ
と
で
、

注
意
喚
起
し
た
」
と
し
て
い
る
。 

事
例
で
は
、
携
帯
電
話
機
地

局
設
置
に
つ
い
て
業
者
と
建
物

賃
貸
借
契
約
を
結
び
、
設
置
料

収
入
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た

が
、
設
置
料
収
入
は
法
人
税
法

上
の
収
益
事
業
に
該
当
す
る

か
」
と
の
質
問
に
対
し
て
、
管

理
組
合
な
ど
の
「
人
格
の
な
い

社
団
」
に
対
す
る
法
人
税
は
「
収

益
事
業
か
ら
生
じ
た
所
得
に
の

み
課
さ
れ
る
」
と
解
説
し
た
上

で
「
管
理
組
合
が
賃
貸
借
契
約

に
基
づ
い
て
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一

部
を
ほ
か
の
も
の
に
使
用
さ

せ
、
対
価
を
得
た
場
合
に
は
、

収
益
事
業
た
る
不
動
産
貸
付
業

に
該
当
す
る
」
と
回
答
し
た
。

「
収
益
事
業
か
ら
生
じ
た
所
得

に
は
法
人
税
が
課
税
さ
れ
る
」

と
結
論
付
け
て
い
る
。 

設
置
料
収
入
は
消
費
税
の

課
税
対
象
に
も
な
る
。
告
知
で

現
存
す
る
分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン
で
、
最
初
期
の
一
つ
と
さ
れ

る
東
京
・
渋
谷
の
宮
益
坂
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
（
築
６
１
年
）
の
建

て
替
え
事
業
を
め
ぐ
り
、
区
分

所
有
者
一
人
が
決
議
の
、
無
効

確
認
を
求
め
た
裁
判
の
上
告

審
で
、
最
高
裁
第
二
小
法
廷

は
、
５
月
１
９
日
上
告
不
受
理

を
決
定
し
た
。 

争
点
は
①
区
分
所
有
法
６

２
条
２
項
１
号
の
「
再
建
建
物

の
設
計
の
概
要
に
関
す
る
各

専
有
部
分
の
概
要
の
提
示
の

必
要
性 

②
同
法
６
２
条
２

項
４
号
の
「
区
分
所
有
権
の
帰

属
に
関
す
る
事
項
」
に
お
け
る

衡
平
を
害
し
な
い
方
法
の
明

示
の
必
要
性
。
昨
年
３
月
５
日

の
１
審
判
決
で
は
、「
法
６

２
条
２
項
１
号
は
再
建
建

物
の
各
専
有
部
分
の
用
途
、

配
置
、
床
面
積
、
間
取
り
等

を
示
す
こ
と
は
要
求
し
て

い
な
い
」
と
指
摘
。「
説
明

会
で
も
各
専
有
部
分
案
は

図
面
を
用
い
て
説
明
し
て

い
た
」
と
認
め
た
。 

衡
平
性
の
問
題
は
説
明

会
等
で
住
戸
選
定
方
法
等

が
説
明
さ
れ
て
い
た
と
し

て
、「
法
６
２
条
２
項
４
号
、

３
項
は
衡
平
性
を
害
し
な

い
方
法
を
具
体
的
に
明
示

す
る
こ
と
ま
で
要
求
し
て

い
な
い
」
と
判
断
し
た
。
一

方
、
建
替
組
合
は
こ
の
区
分

所
有
者
に
明
け
渡
し
と
所

最
高
裁
、
上
告
不
受
理 
建
て
替
え
決
議
「
有
効
」で
確
定 

宮

益

坂 

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ 

「収益事業に該当」 
携帯電話基地局設置による賃貸収入 

国
税
庁 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
注
意
喚
起 

移
動
体
通
信
事
業
業
者
と
契
約
を
結
び
、
屋
上
に
携
帯
電
話
基
地
局
を
設
置
し
収
入
を
得

て
い
る
管
理
組
合
が
、
税
務
署
か
ら
所
得
の
「
申
告
漏
れ
」
を
指
摘
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
こ
こ

１
、
２
年
増
え
て
い
る
。
国
税
庁
は
、
こ
う
し
た
収
入
は
「
法
人
税
法
上
の
収
益
事
業
に
該

当
す
る
」
と
し
て
、
法
人
税
の
課
税
対
象
に
な
る
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
告
知
し
て
い
る
。 

は
、
前
々
年
度
の
課
税
売
上
高

が
、
１
０
０
０
万
円
以
下
の
場

合
は
、
当
該
課
税
期
間
、
つ
ま

り
前
年
度
の
納
税
義
は
、
免
除

さ
れ
る
と
解
説
し
て
い
る
。

（
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
新
聞 

第

9
4
7

号
よ
り
） 

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
た
照
会
事
例
： 
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m
 有

権
移
転
登
記
手
続
き
を

求
め
１
３
年
１
１
月
、
東
京

地
裁
に
提
訴
。 

決
議
に
反
対
し
た
被
告

は
、
建
て
替
え
参
加
に
関
す

る
催
告
書
で
は
、
参
加
を
表

明
し
た
が
、「
建
て
替
え
決

議
が
無
効
な
場
合
は
こ
の

限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

と
、
条
件
付
き
の
意
思
表
示

を
し
て
い
た
。
建
替
組
合
側

は
「
真
意
は
建
て
替
え
に
参

加
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ

と
は
疑
い
よ
う
も
な
い
」
と

指
摘
し
、
不
参
加
等
の
扱
い

に
し
、
売
り
渡
し
請
求
を
行

使
し
た
。（
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

新
聞 

第9
4
5

号
よ
り
） 


